の 気質 を 家康は 知って ゐた。 それに 対処す る 方法 は、 

親しんで 狎れ ず、 とい ふこと で、 一定の 距離 を 置き、 

その 距離 を 礼節で 塡 める 方法だった。 

朝鮮 遠征 は 一 代の 失敗だった。 秀吉は 信 長 以上の 人 

物 を 知らないので、 信 長の すべて を 学んで 長 をと り 短 

をす てた が、 朝鮮 遠征 も 信長晚 年の 妄想で、 その 豪壮 

な 想念が まだ 血の 若い 秀吉の 目 を 打った。 それ は 信 長 

晚 年の 夢の 一 つと いふ だけで、 た y 漠然たる 思 ひで あ 

り、 戦場 を 国の 外へ ひろげる だけの た > 情熱の 幻想で 

あり、 国家的な 理想と か、 歴史的な 必然性と いふ もの 

はない。 秀吉は 日本 を 平定して 情熱が 尚 余って ゐ たの 



で、 往昔 ふと 目 を 打 たれた 信 長の 幻想 を 自分の かねて 

の 宿志 の やうに やりだし たの だが、 彼 は 余勢に 乗りす 

ぎて ゐた。 明と は 如何なる 国で あるか、 歴史 も 地理 も 

知らない。 た、 V 情熱の 幻想に 溺れ、 根柢 的に 無計画、 

無 方針であった。 

遠征に 賛成の 大名 は 一 人 もなかった。 気宇の 壮、 さ 

うい ふ ものへの 同感 はな ほ 漠然と 残って ゐて も、 戦乱 

に 倦み疲れて ゐた。 風俗 人情の 異る 土地 を 占領しても 

平穏 多幸に 統治し 得る と は 思 はれぬ。 大名 達 は 恩賞の 

新 領地 を 旧主の 情誼から 切 離し て 手な づける だけで も 

手 を やいて ゐる。 三 成 も 家康も 不満であった。 三 成 は 



まげ 

く鬅を 切つ てな きがら にさ、 げて 泣き ふした。 つ、 V い 

て 焼香の 家 康が黙 禱を終 つて 小 束 をぬ いて 大きな 手で 

頭 を 抑へ てヂ ヨリ ヂ ヨリと やりだし たので 一 座の 面々 

目 を 見合せ た。 各々 覚悟 を かためて 焼香の たびに 鬍を 

きる。 天下の 公卿 諸侯が 一夜に ザン バラ 髪に なり、 童 

の 霊前に は鬍の 山が きづかれた。 

秀吉は 翌朝 有 馬 温泉へ 発った。 家に ゐては 思 ひだし 

て、 たまらない。 秀吉が 頭 を 円め て 諸国 遍歴に 旅立つ 

さ うだと い ふ 噂が 世上 に 流れた。 有 馬の 滞在 一一 一 週間、 

帰 城して 即日 朝鮮 遠征の ふれ を だした。 悲しみに 気が 

狂って 朝鮮 遠征 を やりだし たと 大名 共まで 疑った ほど 



子への 盲愛が 他の 一 切の 情熱に 変った。 

秀吉 の 切望 は秀 次の 関白 を秀 頼に 譲ら せたいと いふ 

こと だ。 生れた ばかりの 秀 頼を秀 次の 娘 (これ も 生れ 

たばかり) と 許婚の 約 を むすばせる。 そのと き 秀次は 

熱 海に 湯治の 最中であった。 そこへ 使者が きて 秀吉の 

旨 を 伝へ たが、 勝手にす るが ぃゝ さ、 秀次は 陰気な 顔 

を そむけた ばかりで、 却って 帰洛の 予定 を延 して 旅寝 

の 陰鬱な 遊興に 沈湎 した。 

京大 坂で 豪華な 日夜 を くりひろげて ゐ る秀吉 は、 然 

あしおと 

し 凋落の 跫 音に 戦いて ゐた。 朝鮮 出兵の 悔恨が、 虚勢 

の 裏側で 暗い 陰 を ひろげて ゐる。 その 結末の 収束と 責 



に 隠し きれずに 氷って ゐた。 つ、 V いて 織 田 信 雄が もと 

めら れて 演じた が、 信 雄 は 信 長の 遺子で ぁリ、 怖れ を 

知らぬ 青年の 頃 は 家康と 結んで 秀吉と 戦 ひ、 後に 厭ま 

れて秋 田へ 流され、 家門の 尊貴の みに よって は 自立し 

得ざる 力の 世界、 現実の 冷めた さ を 見つめて きた。 今 

は 召されて 秀吉 のお 伽 衆の 一 人で あつたが、 彼の 心 は 

卑屈に ゆがみ、 浮世の 悲し さが 泌 みついて ゐた。 信 雄 

は 秀吉の 燃える 憎悪の 眼に ふるへ た。 彼 はとり わけ 下 

手く そに 演じた。 秀吉の 同情 は 切実だった。 彼 は 即座 

に 六 千 石の 墨附を 与へ て 労 をね ぎら ひ、 傍へ よびよせ 

て 父 信 長に 愛された 頃の 思 ひ 出 を 語り、 その 取 立ての 



また 

日 も 亦 今日は だめ だとい ふ 返事で、 そして 最後に 当分 

延期 だと 流れて しまった。 秀吉の 目の 消えぬ 憎悪が 伝 

へられる 返事の 裏から 秀 次に 見えた。 やがて 憎悪 は 冷 

笑に 変り、 血に 飢えて カラく 笑って 見える のだった _ 

秀 次の 心に は 憎悪と 戦慄が 搔き 乱れて 狂った が、 殺さ 

なければ 殺されない、 その 秘められた 一縷の 希 ひも 絶 

望に すら 思 はれた。 彼 はむ やみに 人 を 殺した。 深酒に 

酔 ひ 痴れ、 荒淫に 身 を 投げ 沈鬱の 底に 重い 魂が 沈んで 

ゐた。 彼の 心 は 悲しい 殺気に みちて ゐた。 彼 は 武術の 

稽古 を 始めた。 秀吉を 殺す ための やうで あつたが、 襲 

撃に そな へ 身 を まもるた めの 小さな 切ない 希 ひで あつ 



た。 出歩く 彼 は 身辺に 物々 しい 鉄砲 組の 大部 隊を 放さ 

なかった。 いつ 殺される か 分らない。 然し、 殺さな け 

れば 殺されない、 その 希 ひ は 益々 必死に 胸に は、 V たき、 

見つめる 虚空に 意外な 声が あふれでた。 叔父さん、 私 

は あなた を 愛して ゐ ます。 こんなに も 切なく。 私の や 

うな 素直な 弱い 人間 を。 神様。 

秀吉は 大度 寛容の 如くで あるが、 実際 は 小さな こと 

を 根に もって 執拗な、 逆上 的な 復謦 をす る 人だった。 



ために ふるへ てゐ た。 彼 は 誓紙 を 侍臣に 示して、 関白 

の 忠義の まご、 ろ は 見と、 V けた。 これ を 見よ、 世上の 

浮説 は 笑 ふべき かな。 血 は 水よりも 濃し。 まして 誠意 

誠実の 関白に 異心の あらう 害 はない。 口さがな い 百万 

人の 人の 言葉 はどう あらう とも、 一 人の 肉 身の 心の中 

は 信じなければ ならぬ ものよ。 そなたら もこれ を 今後 

力 力み 

の 鑑 にせよ、 秀吉は 見廻し 眺めて 大 音に 喚いた が、 尚 

亢奮 は を さまらず 誓紙 を ぶら下げて 部屋々 々 を 歩き、 

行き 会 ふ 者に、 女中にまで 誓紙 を 示して、 心に 棘の あ 

る 者の みが 人の 心に 邪念 を 想 ふ、 神 も 照覧 あれ、 秀次 

の 心に 偽り はない、 叫ぶ 眼に 顔が あふれた。 



せた。 然し 秀次は 素直に 応じた。 豪傑 は 又まん じゅう 

屋の 店へ 寄り、 さっき は 失礼、 いや どうも 今日は 天気 

のまぶ しい こと、 豪傑 は 汗 を ふいた。 

秀次は 登城す る、 秀吉は 会はなかった。 もはや 会 ふ 

にも 及ばず と 口上 を 伝へ、 即刻 高 野へ 登山す べしと 云 

ふ。 秀次は 観念して 直ちに 剃髪、 袈裟 をつ けて 泊り を 

重ねて 高 野へ 急ぐ。 切腹の 使者が あと を 追った。 

秀吉の 一 生の 堰が 一 時に きられた。 奔流の しぶきに 

もまれて 彼のから だが くる/^ 流れた。 耳 もき こえず 

目 も 見えず、 たった 一 つの もの だけが 残って ゐた。 秀 

頼。 秀頼。 秀頼。 彼 は 気 違 ひだった。 秀 次の 愛妾 達と 



えなかった が、 不思議に 心が 澄んで ゐた。 た > 妄執の 

一 念 だけが 住んで ゐた。 

五 大老、 五 奉行に 誓紙 をかゝ せ、 神明に 誓 ひ、 秀頼 

への 忠誠、 違背 ある まじき こと、 血判の 血し ぶき は 全 

紙に 飛びち り、 ぼた/ \ 落ちた。 それ を棺に 入れ、 抱 

いて 眠る つもりであった。 肉の 朽ち 白骨と 化す ごとく 

紙 も 亦 土に 還る であらう。 

秀吉は 病床の 枯木の 骨 を 抱き起させ、 前 田 利 家の 手 

をと り、 おしいただいて、 大納言、 頼みます るぞ、 頼 

みます るぞ。 利 家 はたった 一 人の 親友だった。 枯木の 

うちに、 不思議に 涙 は ある ものだった。 
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